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(57)【要約】
　本発明は、タッチ入力と、共通視認領域と、対応する
ユーザ位置からのみ視認可能な複数の指定ユーザ領域を
組み込んだディスプレイシステムを提供する。本発明の
システムは、複数のユーザに対して全員が共通のディス
プレイ領域を見ることができると同時に、各自の指定デ
ィスプレイ領域を見ることができ、各自の位置から別の
ユーザの指定ディスプレイ領域を見ることができない状
態を提供することが望ましい用途において特に有用であ
る。本発明のシステムはまた、ユーザがタッチ入力によ
ってシステムと対話することができることが望ましい用
途に特に有利である。本発明によって提供される種々の
利点を利用することができる用途の例としては、複数の
プレイヤによるゲームが挙げられ、すべてのプレイヤは
全員に共通のゲーム情報を見ることができ、各プレイヤ
は自分に特有のゲーム情報を非公開に見ることができる
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　共通視認領域および複数の指定の非公開視認領域を有し、各非公開視認領域は、関連す
る視認位置からのみ視認可能であり、前記共通視認領域はすべての視認位置から視認可能
であるディスプレイと、
　ディスプレイシステムとユーザの対話を提供するために前記ディスプレイの少なくとも
一部にオーバーレイされたタッチセンシティブ入力装置と、
を備えるディスプレイシステム。
【請求項２】
　前記ディスプレイの視認性を制御するために、少なくとも１つの前記非公開視認領域に
配置された光制御フィルムアセンブリをさらに備える、請求項１に記載のディスプレイシ
ステム。
【請求項３】
　前記光制御フィルムアセンブリが、第１の方向に視角を制御する第１の光制御フィルム
および前記第１の方向に対して垂直な第２の方向に視角を制御する第２の光制御フィルム
を備える、請求項２に記載のディスプレイシステム。
【請求項４】
　前記第１および前記第２の光制御フィルムの少なくとも１つが、前記ディスプレイに対
して垂直な線から前記関連する視認位置に向かって測定される傾斜角によって決定される
視軸を制御する、請求項３に記載のディスプレイシステム。
【請求項５】
　前記システムがテーブルとして構成され、そのテーブルの周囲に、前記関連する視認位
置が複数のユーザに適合するように分配されている、請求項１に記載のディスプレイシス
テム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスプレイ、タッチ入力およびプライバシを組み込んだシステムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　電子ディスプレイは、生活のあらゆる局面において幅広く用いられている。これまで電
子ディスプレイの利用は、主にデスクトップコンピュータおよびノートブックコンピュー
タなどのコンピュータ関連用途に限られていたが、処理能力がさらに容易に利用可能にな
ったため、そのような性能が種々の用途に組み込まれている。たとえば、いくつかの例を
挙げると、現金自動預入支払機、ゲーム機、カーナビシステム、レストラン管理システム
、食料雑貨店のレジライン、ガソリンポンプ、情報キオスクおよび手持ち式データオーガ
ナイザなどの多様な用途において、電子ディスプレイを見かけることが今や普通である。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明は、関連する視認位置からのみ視認可能な複数の非公開表示領域（プライベート
視認領域）と、すべての視認位置から見ることが可能な共同表示領域（公衆視認領域）を
組み込んだディスプレイを含むディスプレイシステムを提供する。ディスプレイシステム
はまた、ディスプレイの少なくとも一部で重なる１つ以上のタッチパネルによるタッチセ
ンシティブ入力を組み込んでいる。
【０００４】
　本発明は、本発明の種々の実施形態に関する以下の詳細な説明を添付の図面と共に検討
すれば、より完全に理解されるであろう。
【０００５】
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　本発明は種々の変更および代替の形態に適用可能であるが、その詳細が図面に一例とし
て示され、詳細に説明される。しかし、記載された特定の実施形態に本発明を限定するわ
けではないことを理解すべきである。それどころか、本発明の趣旨および範囲に包含され
るすべての変更、等価物および代替例を網羅することを本発明は意図している。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　本発明は、タッチ入力と、対応するユーザ位置からのみ視認可能な複数の指定ユーザ領
域とを組み込んだディスプレイシステムを提供する。本発明のシステムは、複数のユーザ
に対して全員が共通のディスプレイ領域を見ることができると同時に、各自の指定ディス
プレイ領域を見ることができ、各自の位置から別のユーザの指定ディスプレイ領域を見る
ことができない状態を提供することが望ましい用途において特に有用である。本発明のシ
ステムはまた、ユーザがタッチ入力によってシステムと対話することができることが望ま
しい用途に特に有利である。本発明によって提供される種々の利点を利用することができ
る用途の例としては、複数のプレイヤによるゲームが挙げられる。このゲームでは、すべ
てのプレイヤは全員に共通のゲーム情報を見ることができ、各プレイヤは自分に特有のゲ
ーム情報を非公開に見ることができる。
【０００７】
　本発明において、複数のユーザが、同時にディスプレイを見ることができる。ディスプ
レイの一部はすべてのユーザから視認可能であり、ディスプレイの少なくとも一部は選択
されたユーザ位置からのみ見られ、他の位置からは見ることはできない。「テキサスホー
ルデム（Ｔｅｘａｓ　Ｈｏｌｄ’Ｅｍ）」または他のポーカーゲームなどのカードゲーム
は、プライバシ表示性能およびタッチスクリーン入力性能を備えたそのようなディスプレ
イを用いて、複数のプレイヤによって行われうる。
【０００８】
　ディスプレイの一部は、プライバシフィルムと記載されているフィルムをはじめとする
光制御フィルム（ＬＣＦ）の使用によって指定の視認者の位置から非公開に視認可能であ
るように作製されることができる。ＬＣＦとしては、視認可能範囲内では見ることができ
、視認可能範囲外では光を遮断するフィルムが挙げられる。ＬＣＦにはまた、そうでなけ
れば、視認可能範囲以外を視認可能範囲内に表示するように光を再指向するフィルムが挙
げられる。ＬＣＦの例としては、マイクロルーバー形成フィルム、光吸収性充填剤材料を
含む微小構造および微小溝を備えたフィルム、「ビキュイテイ（Ｖｉｋｕｉｔｉ）（登録
商標）」ブランドの名でスリーエム・カンパニー（３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ）によって販売
されているフィルムなどの種々の市販のＬＣＦ製品およびプライバシフィルム、種々の光
指向フィルム、フレネルレンズなどのレンズ、回転フィルム、プリズムフィルムなどが挙
げられる。本発明において有用な構成において、ＬＣＦは、ディスプレイ構造の上、下ま
たは中に位置してもよく、タッチ入力装置に組み込まれてもよい。ＬＣＦの多くのタイプ
は１つの方向に視角を制御するため、プライバシを水平方向および垂直方向において提供
することができ、視認性の中心軸を指定の視認位置に向けることができるように指向され
る少なくとも２つのＬＣＦ構成要素を提供することが有用でありうる。ＬＣＦおよびＬＣ
Ｆ構成の例は、米国特許第４，５５３，８１８号明細書、米国特許第４，７６４，４１０
号明細書、米国特許第４，８１２，７０９号明細書、米国特許第５，１４７，７１６号明
細書、米国特許第５，２５４，３８８号明細書、米国特許第５，５２８，３１９号明細書
、米国特許第６，１２０，０２６号明細書、米国特許第６，３９８，３７０号明細書、米
国特許出願公開第２００３／０２１０５３５号明細書、国際公開第２００２／０９９４７
９号パンフレットおよび国際公開第２００４／０３６２８６号パンフレットに開示されて
いる。
【０００９】
　ここで示されているように、ＬＣＦは、たとえば、視認性の中心軸を中心にして、水平
方向および／または垂直方向に一定の範囲の角度の中に光を制御するために用いられるこ
とができる。ＬＣＦはまた、視認性の中心軸の位置を決定するために用いられることがで
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きる。ＬＣＦによって形成される視認可能領域は、扇形または円錐状に形成されることが
できる。ユーザが、左、右、真向かいに位置しうる他のユーザには非公開に情報を見るこ
とができることが望ましい用途では、水平方向および垂直方向の視角のほか、視軸を制御
することが好ましい。
【００１０】
　ディスプレイの視認可能な角度または指定部分を制限するために、スリーエム・カンパ
ニー（３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ）から市販されているマイクロルーバーフィルムおよび微小
構造フィルムなどのプライバシフィルムおよび画像指向フィルムを、ディスプレイの下ま
たは上、あるいはディスプレイの指定部分に位置決めすることができる。プライバシフィ
ルムおよび画像指向フィルムを用いて、表示画像を一定の方向または一定の角度に向ける
ことができる。画像指向フィルムは一般に、ディスプレイの視角または視野円錐を制御す
る。ＬＣＦをディスプレイのいくつかの部分の上に配置して、複数のプレイヤのうちの一
人にその部分の視感度を制限することができる。
【００１１】
　ディスプレイでプレイヤプライバシを使用することにより、たとえば、一般に、生のデ
ィーラおよび駒の物理的な集合（たとえば、トランプ一組）を必要とするカードゲームを
、駒の個別のユーザの非公開の表示を提供すると同時に、駒の共通の集合の表示をプレイ
ヤ全員に提供するビデオシステムを用いて自動化することが可能となる。一例は、ゲーム
「テキサスホールデム（Ｔｅｘａｓ　Ｈｏｌｄ’Ｅｍ）」である。このゲームでは、各プ
レイヤに裏返しで配られた２枚のカードと組み合わせて、プレイヤ全員によって用いられ
る一組の共通カードを用いる。裏返しで配られた２枚のカードには、そのプレイヤの非公
開の表示および情報が割り当てられる。本発明において、共通カードをプレイヤ全員（の
ほか、観客）が視認可能な中央領域に表示することができ、特定の視認領域内に位置決め
される１人のプレイヤのみがカードを見ることができる領域に各プレイヤの非公開のカー
ドを表示することができる。ゲームのある時点で、１人以上のプレイヤが自分のカードを
見せることを所望する場合があり、その場合には、自分たちのカードをプレイヤ全員が視
認可能なディスプレイの領域に移動することができる。
【００１２】
　非公開視認領域を組み込んだディスプレイシステムにタッチ入力をさらに設けることに
より、対話の独自のモードが可能になる。特に、複数の同時にタッチされる点を測定する
ことができるタッチパネルまたはタッチパネルの集合をゲームのオプションにさらに追加
することができる。非公開および公開のタッチ領域および視認領域を有するタッチパネル
を備えたディスプレイはさらに、プレイオプションを拡張する。たとえば、各プレイヤが
他のプレイヤに手の内を明かさない一定量の知識を与えられる任意のゲーム、たとえば、
ビデオゲームやトリビアゲームなどに変形される「テキサスホールデム（Ｔｅｘａｓ　Ｈ
ｏｌｄ’Ｅｍ）」などのポーカーゲーム、「スクラブル（Ｓｃｒａｂｂｌｅ）（登録商標
）」、「バトルシップ（Ｂａｔｔｌｅｓｈｉｐ）（登録商標）」または「マスターマイン
ド（Ｍａｓｔｅｒｍｉｎｄ）（登録商標）」などの有名なボードゲームをはじめとする一
般的なカードゲームは、本発明から利益を得ることができる。
【００１３】
　本発明の実施形態の種々の態様は、図１～図３を参照して図示され説明される。図示さ
れた実施形態は例示であり、考えられる種々の実施形態のすべてを反映しているわけでは
ないことを理解されたい。種々の実施形態は、本願明細書で提供される説明によって認識
することができる。図１は、テーブル１４に水平方向に取り付けられたディスプレイ１２
を有するビデオゲームシステム１０を概略的に示している。ディスプレイ１２の四隅のそ
れぞれは、以下の説明でさらに詳細に記載するように、ＬＣＦプライバシフィルタアセン
ブリ１６を備えている。フィルタアセンブリ１６は、それぞれ矢印３０、３１、３２、３
３によって示されるように、それぞれの視認位置３５、３６、３７、３８に向かって光を
向ける。ＬＣＦフィルタアセンブリ１６を備える領域に表示される対象物または情報は、
視認位置３５、３６、３７または３８の１つに位置している人によってのみ視認可能であ
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る。フィルタアセンブリ１６は、少なくとも図１および図２から認識されるように、視軸
、水平視角および垂直視角を制御する。
【００１４】
　卓上用ゲームを形成するために、ディスプレイ１２を特注のポーカーテーブル１４に挿
入することができる。ディスプレイ１２は、陰極線管（ＣＲＴ）、液晶ディスプレイ（Ｌ
ＣＤ）、投影ディスプレイ、プラズマディスプレイなどをはじめとする任意の適切な電子
ディスプレイであってもよい。ディスプレイ１２はまた、複数のディスプレイユニットを
含んでもよく、および／または静的グラフィックスによる画像を組み込むか、または表示
してもよい。
【００１５】
　図１に示されるゲームは、「テキサスホールデム（Ｔｅｘａｓ　Ｈｏｌｄ’Ｅｍ）」ポ
ーカーであり、個別のプレイヤのカードをそれぞれの非公開の隅に配ることができる。こ
のシステムにおいてプライバシを提供するため、各プレイヤの個別のカードは、表を向け
て配られてもよい。他の実施形態において、各プレイヤの個別のカードを裏返しにして配
り、タッチスクリーン重複部分にタッチすることによって、プレイヤがカードを見せるこ
とと、カードを隠すことが交互にできることが望ましい場合もある。図１は、ディスプレ
イ１２が「テキサスホールデム（Ｔｅｘａｓ　Ｈｏｌｄ’Ｅｍ）」ゲームにおいて、「フ
ロップ」として配置されるカード２０を見せており、カード２２、２４、２６、２８が非
公開領域１６で個別のプレイヤに見せていることを示している。図示されているように、
位置３５、３６、３７、３８に配置された４人以下でプレイしてもよいが、より多いプレ
イヤに適合する実施形態もまた考えられる（たとえば、四角いテーブルトップビデオディ
スプレイの各隅に１人ずつ、各辺に１人ずつの８人のプレイヤ）。カード２０は、ゲーム
の公開領域にあるため、どのプレイヤも見ることができる。カード２２、２４、２６、２
８は、フィルタアセンブリ１６の背後に表示されるため、それぞれ視点３５、３８、３２
、３６からのみ見ることができる。図１はまた、視認位置３６の場合に示された水平視角
θも示している。指定の視認位置からの比較的容易な視認に適合すると同時に、他のプレ
イヤまたはその仲間のさまよう目線から十分なプライバシを依然として確保するように、
水平視角θを選択することができる。たとえば、約１０°～１００°の視角を可能にする
ようにθを選択することができる。
【００１６】
　図２は、図１の線分Ａ－Ａに沿った、ゲームテーブル１０の断面図を概略的に示してい
る。図２は、視認位置３６から見られ、フィルタアセンブリ１６によって制御されるとき
の垂直視角Λのほか、ディスプレイの平面に対して垂直な軸から測定したときの視野円錐
の傾斜角（チルト角）Θを示している。水平視角のように、垂直視角Λおよび視野円錐の
傾斜角Θは、指定位置のユーザにとっての視認性に適合すると同時に、他のユーザからの
プライバシを依然として提供するように選択されることができる。具体的な実施形態にお
いて、幅が約１０°～１００°の範囲にあるようにΛを選択することができ、垂線から約
２０°～７０°の範囲であるようにΘを選択することができる。
【００１７】
　ディスプレイ１２は、内部の金属ベゼル１９およびプラスチックの装飾用ベゼル１８に
よって包囲される。第１のＬＣＦ部材１６ａおよび第２のＬＣＦ部材１６ｂを含み、いず
れの部材もディスプレイ１２の上面と内部ベゼル１９との間に位置決めされるＬＣＦアセ
ンブリが、非公開視認領域を形成する。ディスプレイ１２の各隅の非公開視認領域は、ス
リーエム・カンパニー（３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ）から市販されているマイクロルーバー「
ビキュイテイ（Ｖｉｋｕｉｔｉ）（登録商標）」光制御フィルムの２つの交差層からなる
アセンブリによって形成されることができる。ＬＣＦ層１６ｂは、傾斜角０°で約６０°
の水平視野円錐Φを有することができ、ＬＣＦ層１６ａは３０°の垂直傾斜角Θで４８°
の垂直視野円錐Λを有することができる。ＬＣＦアセンブリ１６は、内部金属ベゼル１８
とディスプレイ１２の上面との間の圧力によって所定の位置に保持されることができる。
あるいは、タッチスクリーン４０の任意の面（たとえば、上面、下面または多層タッチス
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クリーン構成の場合には中間面）または、その上面などのディスプレイ１２の任意の適切
な面にＬＣＦアセンブリ１６を積層するか、または別の方法によって接合することができ
る。ＬＣＦアセンブリはまた、グラフィックス挿入物、光学フィルム、支持構造などの他
の要素（図示せず）に積層するか、その中に積層することができる。光学接着剤は、ＬＣ
Ｆアセンブリを他の要素に接合するか、またはＬＣＦアセンブリの層を互いに接合するた
めに、適切に用いられうる。
【００１８】
　図２はまた、カード２０、２２、２４、２６、２８などの表示対象物と直接対話するこ
とが可能であるように、ディスプレイ１２の上方にタッチスクリーン４０を位置決めする
ことができることを示している。タッチスクリーン４０は、ディスプレイ領域全体を覆う
ように示されているが、ディスプレイの上方で選択された領域に１つ以上のタッチスクリ
ーンを配置することができることも考えられる。たとえば、各指定のユーザ領域に個別の
タッチスクリーンを配置することができるため、各ユーザは独立に操作することができる
自身のタッチスクリーンにアクセスする。これは、同一のタッチ面で複数の同時のタッチ
入力を分解するときに難点があるタッチセンシング技術を用いる場合に、特に有利となり
うる。別個のタッチスクリーンを各ユーザ専用にすることにより、ユーザは、別のユーザ
の行為に干渉される心配をすることなく、いつでもタッチスクリーンを介してシステムと
対話することが可能となる。１つのタッチスクリーンがディスプレイ領域全体の上に配置
される実施形態では、タッチスクリーンの全体面をタッチ入力用に利用可能であってもよ
く、タッチスクリーンの特定の部分をタッチ入力領域として指定することができ、それに
よって、作動タッチ領域および不作動タッチ領域を形成する。それらの領域にタッチセン
シング要素を含まないことによって、またはたとえば、プログラムされたソフトウェアま
たはファームウェアによって不作動領域におけるタッチから生成される信号を適切に考慮
するか、または無視することによる電子手段のいずれかによって、タッチスクリーンの一
部を不作動にすることができる。
【００１９】
　ディスプレイと組み合わせて用いることができる現在公知であるか、または後に開発さ
れる任意のタッチスクリーン技術を、本発明において適切に用いることができる。タッチ
技術としては、容量、投影容量（ｐｒｏｊｅｃｔｅｄ　ｃａｐａｃｉｔｉｖｅ）、抵抗、
赤外ビーム、表面弾性波、力および振動が挙げられる。大型のビデオディスプレイの周囲
に位置決めされる複数のユーザ用に提供され、ディスプレイ全体を覆う１つのタッチ入力
装置を設けることが望ましい実施形態では、広い領域にわたって機能することができるタ
ッチスクリーンが特に有用である場合がある。たとえば、振動感知式タッチ入力装置は、
本発明の譲受人に譲渡された米国特許出願第１０／８５０，３２４号明細書および米国特
許出願第１０／８５０，５１６号明細書に開示されているような大型の場合に用いられる
ことができる。
【００２０】
　タッチ入力装置は本発明のビデオシステムと対話するために好都合かつ直観的な方法を
提供することができ、ディスプレイの上に配置されるタッチスクリーンの代わりに、また
はディスプレイの上に配置されるタッチスクリーンに加えて、他のユーザ入力装置もまた
用いることができる。例としては、省電力ディスプレイタッチパッド、薄膜スイッチ、ボ
タン、ジョイスティック、トグルスイッチ、トラックボールなどが挙げられる。
【００２１】
　図３は、図２に示された一部の拡大断面図を概略的に示している。積層構成のさらなる
詳細が示されている。フォームタイプなどの弾性材料、たとえばポロン（Ｐｏｒｏｎ）フ
ォームテープ（製品番号４７９０－９２－２００８１－０４Ｓ）を含むことができるスペ
ーサ７１、７４が設けられる。スペーサ７１は、任意の適切な接着剤、たとえば、３Ｍ　
４６７ＭＰ接着剤を用いて、ベゼル１９に接合されることができる。スペーサ７１の底面
は、銅テープ７２の上に載っている。銅テープ７２は、ガラスパネル４１の上面および側
面と、金属の内部ベゼル１８に接着される。図４に示されるようなタッチパネルが用いら
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れる場合には、銅テープ７２は、タッチスクリーン構成要素４５、４６、４７、４８およ
び４９、５０、５１、５２のほか、配線６０、６１、６２、６３（図４参照）を電磁干渉
から保護することができる。スペーサ７４は接着剤７３によってパネル４１に接合される
ことができ、スペーサ７４はまた、３Ｍ　４９３６ＶＨＢなどの接着剤７５によって内部
ベゼル１８に接合される。ＬＣＦフィルム１６ａおよび１６ｂは、圧力および摩擦によっ
てディスプレイ１２の上面と内部ベゼル１８との間の所定の位置に保持される。
【００２２】
　図４は、本発明の一部の実施形態において、タッチ入力を提供するのに有用な振動感知
式タッチパネル４０を概略的に示している。例示的な振動感知式タッチパネルは、国際公
開第９６／１１３７８号パンフレット、国際公開第００／３８１０４号パンフレット、国
際公開第０１／４８６８４号パンフレット、国際公開第０２／０１４９０号パンフレット
、国際公開第０３／００５２９２号パンフレット、国際公開第０３／０６７５１１号パン
フレット、国際公開第０３／１０７２６１号パンフレット、欧州特許第１　２４０　６１
７　Ｂ１号明細書、本発明の譲受人に譲渡された米国特許出願第１０／７２９，５４０号
明細書、米国特許出願第１０／７５０，２９０号明細書、米国特許出願第１０／７５０，
２９１号明細書、米国特許出願第１０／７５０，５０２号明細書、米国特許出願公開第２
００３００６６６９２号明細書、米国特許出願公開第２００２０１３５５７０号明細書、
米国特許第５，６３７，８２９号明細書および米国特許第５，７１７，４３２号明細書に
開示されている。一実施形態において、パネル４１は、長さ９１５ｍｍ×幅５６０ｍｍ×
厚さ２．２ｍｍの寸法を有する半強化矩形ガラスパネルである。シアノアクリレート接着
剤を用いて、隅でガラスパネル４１の底面に圧電振動子４５、４６、４７、４８を接合す
ることができる。この実施形態において、センサ４５、４６、４７、４８は、１０．４ｍ
ｍ×４．５ｍｍ×１．１９ｍｍを測定する。国際公開第０３／００５２９２号パンフレッ
トおよび本発明の譲受人に譲渡された米国特許出願第１０／４４０，６５０号明細書に開
示されているように、センサは、隣接するガラスパネルの縁に対して４５°でその長軸を
向ける。センサ４５、４６、４７、４８は、本発明の譲受人に譲渡された米国特許出願第
１０／７３９，４７１号明細書に開示されているような直列コンデンサ構成に構成される
。
【００２３】
　簡単に言えば、振動感知式タッチ入力装置は一般に、タッチによって生じるタッチプレ
ートにおける振動を検出し、振動タッチ手段からの入力またはプレートに既に伝搬し、タ
ッチによって変更されることによって、機能する。タッチの位置を決定するために、検出
された振動を用いることができる。一部の変形例において、圧電振動子は、屈曲波振動を
検出するために、タッチプレートに連結される。振動子は、振動を感知し、制御電子装置
に送信される信号を生成する。プレートの入力面にタッチする行為により、エネルギのイ
ンパルスを生成する。エネルギの帯域幅および振幅は、接触材料（指、スタイラス、手袋
など）、プレート材料（ガラス、アクリルなど）および接触強度に左右される。接点で与
えられるエネルギは、一般にタッチプレートの周囲の種々の点（矩形プレートの隅など）
に位置する振動子に向かって伝搬し、ディジタル化することができる信号を生成する。制
御電子装置は、タッチの衝突位置またはタッチの強度、タッチ手段のタイプなどのタッチ
に関連する他の情報を決定するために、ディジタル化された信号で計算を実行することが
できる。振動感知式タッチ装置はまた、タッチ手段とパネルの面との間の摩擦接触に起因
するタッチプレートの入力面にわたって追跡されるタッチ手段によって生成された振動を
検出することができる。
【００２４】
　タッチ入力を表示する振動は一般に、伝搬中に分散を受けやすい屈曲波振動を含むため
、他の方法では入力位置または他の決定情報に誤差を生じうる分散効果を補正することが
望ましい場合がある。分散効果の補正のための例示的な方法は、国際公開第０１／４８６
８４号パンフレットに開示されている。
【００２５】
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　図４に戻って参照すると、タッチ入力に起因するガラスパネル４１における振動に応じ
たセンサ４５、４６、４７、４８のそれぞれによって生成される信号は、ＦＥＴ増幅器回
路構成要素４９、５０、５１、５２によって格納されることができる。４本のケーブル６
０、６１、６２、６３を用いて、パネル４１の各隅にあるセンサおよび構成要素からたと
えばコネクタ６５に信号を搬送することができる。各ケーブルは、１本のツイストペア線
を有する。あるいは、配線は、電子テイルで終端されるプリント導電インクトレースに置
き換えてもよい。
【００２６】
　図４はまた、スペーサ７４をパネル４１に設けることができることを示している。スペ
ーシング機能を設けることに加えて、スペーサ７４はまた、タッチ入力装置４０がビデオ
システムに組み込まれる場合の振動減衰機能も提供することができる。振動感知式タッチ
入力装置を外部の振動源から少なくとも部分的に孤立させるか、および／または反射を低
減するためにタッチプレートの縁で振動の吸収を行うことが望ましいことが多い。音響遮
蔽材料もまた、スペーサ機能とは別に設けることができる。具体的な音響遮蔽材料として
は、種々のフォームテープ、たとえば、スリーエム・カンパニー（３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ
）によって商標名３Ｍ　４９５６および３Ｍ　５９６２で販売されているアクリルフォー
ムテープ、両面接着テープ、スリーエム・カンパニー（３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ）によって
商標名３Ｍ　４３１４などで販売されているウレタンフォームテープ、片面テープなどが
挙げられる。適切であると考えられる他の材料としては、種々のウレタンおよびシリコー
ンのほか、振動減衰用途に有用な粘弾性材料が挙げられる。
【００２７】
　本発明は、上述の特定の実施例に限定されるものと考えるべきではなく、添付の特許請
求の範囲に完全に記載されているように、本発明のすべての態様を包含するものと理解す
べきである。種々の変更、等価なプロセスのほか、本発明が適用可能でありうる種々の構
造は、本発明が関連する当業者には本明細書を検討すれば容易に明白となるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明による複数のユーザプライバシを組み込んだディスプレイシステムの実施
形態を模式的に示す平面図である。
【図２】図１のシステムの線分Ａ－Ａに沿った断面図である。
【図３】図２で示された断面の一部の拡大断面図である。
【図４】本発明のある実施形態において有用なタッチセンシティブ入力装置を概略的に示
す模式図である。
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